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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

· まだ注射器のリキャップがあります。針刺し事故の原因となります。

トレイを活用して下さい。

· 新聞紙の寄付をお願いします。（使用済みオムツを包む為です）

· 国民階保険制度を守る署名運動に署名し（３名以上）12/10午前中までに提出して下さい。

· 山下　さき様　本日14：00～家族面談があります。

＜作業状況報告＞

· 宮村　潔様　　　頭痛等の心気的な訴えが続いており表情冴えませんが促しで参加する　　　　

ことは出来ていますので促しを続けて行きたいと思います。

· 鈴木　サダ様　　編み物を自主的に行っています。時々空笑ありますが落ち着いて行う　

ことは出来ています。

・高橋　康光様　　　時にせかせかし、イライラした様子見られることはありますが、口調がきつくなる事はなくトラブルなどもありません。

・奥利　うめ様　　　右手、右足のリハビリの効果あり右手で食事できる様になっています。

　　　　　　　　　　引き続きリハビリ行っていきます。

＊今後、編み物や縄作り等を取り入れていく予定です。

＜生活習慣病　勉強会＞

高脂血症C

1） 管理・治療の目的

治療方針は、冠動脈疾患のない１次予防対象者（カテゴリーA～B4）は、まずライフスタイルの改善を行い、目標値に達しない場合に薬物療法を考慮する。

　　すでに冠動脈疾患を発症している２次予防対象者（カテゴリーC）は、ライフスタイルの改善とともに積極的に薬物療法を考慮する。

2） 治療方法

1 非薬物療法ライフスタイルの改善による治療は、主に４つあり

１禁煙　２食生活の是正　３適性体重の維持　４身体活動の増加　である。

　食事・運動の基本となる　日本動脈硬化学会　2002の表を紹介する。

高脂血症における食事療法の基本

第１段階（総摂取エネルギー、栄養素配分およびコレステロール摂取量の適正化）

1） 摂取エネルギーの適正化

適正エネルギー摂取量ー＝標準体重×25～30（KCAL）

標準体重＝（慎重（ｍ））2　×22

2） 栄養素成分の適正化

炭水化物：60％

蛋白質：15～20％（獣鳥肉より魚肉や大豆蛋白を多くする）

脂肪：20～25％（獣鳥性脂肪を少なくし、植物性や魚類性脂肪を多くする）

コレステロール：1日30Mｇ以下

植物繊維：25ｇ以下

アルコール：1日25ｍｇ以下（他の合併症を考慮して指導する）

その他：ビタミン（C、E、B6、B12葉酸など）やポリフェノールの含有が多い野菜、

　　　　果物などの食品を多くとる（ただし果物は単糖類の含有の多いので摂取量は1日８０～１００キロカロリー以内が望ましい）

第一段階で血清脂質が目標値とならない場合は第２段階へ進む

第２段階（病型別食事療法と適正な脂肪酸摂取）

1） 高LDL-C血症（高コレステロール血症）が持続する場合

脂質制限の強化：脂肪由来エネルギーを総摂取エネルギーの20％以下

コレステロール摂取量の制限：１日200ｍｇ以下

飽和脂肪酸/一価不飽和脂肪酸/多価不飽和脂肪酸の摂取比率：３／４／３程度

2） 高トリグリセリド血症が持続する場合

アルコール：禁酒

炭水化物の制限：炭水化物由来のエネルギーを総摂取エネルギーの50％以下

単当類：可能な限り制限、できれば１日８０～１００mg以内の果物を除き調味料のみ

　　　　出の使用とする

3） 高コレステロール血症と高トリグリセリド血症がともに持続する場合

１）２）で示した食事を併用する

4） 高カイロミクロン血症の場合

脂肪の制限：15％以下

　　　　　







































































































